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5,南北戦争(1861～65）と憲法修正条項   

1860年　エイブラハム・[　　　　　　　]1❖a(1809~65)、共和党初の合衆国大統領に。奴隷制不拡大論。
　　　⇒ 南部7州は合衆国から分離→「アメリカ(　　　　　)2国」形成→内戦

❖a---ケンタッキー生まれ。苦学して弁護士。下院議員の1846年米墨戦争に反対。大統領選前には奴隷制反対を主張。

1862年　(　　　　　　　　)3=自営農地=法→西部開拓者に土地分与(160エーカー)を約束→西部の支持
1863年 1月 1日「(      　　  　   )4解放宣言」⇒18万の黒人兵が北軍へ参加。英国が北部支持。
 同 年11月19日(　　　　　　　　)5= 激戦地・北軍が初めて勝利=演説「人民の人民による人民のための政治」❖b

❖b---14世紀ウィクリフの英訳聖書序文「この聖書は人民の人民による人民のための統治に資するものである」の引用

1865年　北軍の司令官グラント将軍(1822−85)が南部の首郡(　　　　　　　　)6を陥落させる
　　　　 北軍勝利→死者62万人=アメリカ史上[　　　　　]7=第二次大戦41万人=の死者数。
同 年　「憲法修正第13条」→奴隷(　　　　　)8明文化。
　　　　戦後南部の「(　　　　　　)9法」→解放された黒人の権利を制限(銃の所持禁止など）
1867年　「憲法修正第14条」→黒人の(　　　　　)10権を保障。
1870年　「憲法修正第15条」→黒人の(　　　　　)11権を保障。
　　　　　→南部を中心に「(　　　　　　)12差別❖c」問題は残る。

❖c--秘密結社「[　　　　　]13」=クー・クラックス・クラン 1865年黒人迫害を目的に南北戦争時に結成。今も存続。

　　┏シェア＝クロッパー(小作人)制度---貧困白人層とともに，収穫の半分を地主におさめる。
　　┗北部の主導権確立→アメリカは工業大国へ。高関税による独占資本。
6,アメリカ合衆国の先住民・「強制移住」の時代　

┏16世紀北米植民開始。1610~20年代　植民者と先住民との友好、共生の時代。　1650年代　抗争の開始。
┗17世紀後半～ 　ヨーロッパ列強間の戦争が先住民を巻き込む。

独立戦争(1775~81)---中西部→英国と同盟した先住民との戦争→多くの部族が分裂。
1783年　(　　　　　　)14条約→英領=先住民の土地=をアメリカに渡す。フロリダはスペインへ。
1812年　(　　　　　　)15戦争(^14)--イギリス、カナダ、同盟インディアンとの戦い
1814年　(　　　　　　)16条約。米英国境確定。先住民の多くは虐殺され、領土を失う。
1817~58年　セミノール戦争  フロリダ=1821年アメリカに売却=から先住民を排除する。
1829年　南東部ジョージア州で金鉱発見。 

1830年「インディアン(強制)移住法」→(     　　　　　 　     )17川以西=「インディアン居留地」へ=「涙の道」
1830年～40年代ほとんどの先住民→中西部の(　　　　　　　　　　)18へ強制移住。
　　→アメリカ大草原　野牛(バイソン)=「平原インディアン」の食糧・衣服・住居 =4000万頭が生息。
　　┏「マニフェスト・デスティニー」として西部への領土拡大を神からの使命とする。
　　┗「バッファロー絶滅計画」で白人の狩猟、殺りくによって1883年には200頭に激減。
1869年「大陸横断鉄道」完成。西部で金鉱発見(1848)→白人移住者の波→先住民を脅かす→侵入者と戦う
(　　　　　　　)19戦　争--1862~76年保留地(　　　　　　　　　　)20の金鉱発見で白人侵入。2度の戦争❖d。
┏(　　　　　　　　)21の虐殺--1864年コロラド州デンバーでチビントン大佐率いる陸軍騎兵隊がシャイアン
　　　　　　　　　　　　　　族のキャンプを襲撃し無抵抗の450人を殺害する。　　　　　　　　　　　　　
┣(　　　　　　　　)22の戦い--1876年モンタナ州リトルビックホーン川流域に宗教行事で集まった諸部族へ
　　　　　　　　　　　　　　の総攻撃でカスター中佐の第七騎兵隊265名が全滅。
┗(　　　　　　　　)23の虐殺--1890年スー族の酋長ビッグ・フット❖eら300人を第七騎兵連隊が一方的に虐殺。

❖d---1868年ララミー砦条約で同地を「永遠にスー族のもの」としたが、74年金鉱発見後これを破り、占領。

❖e—-シハ・タンカ=腫れた足=(1826~90)。和平交渉を望む酋長=調停者だった。

7,外交  　建国以来「孤立政策=モンロー主義」---ヨーロッパ大陸に関与せず。
【海外拡張】
・1867年ロシアから(　　　　　　)24を購入。720万ドル。毛皮と金で利益。
ハワイ王国1795~1893

・1795年　(　　　　　　　　)25=「静かな人」=大王(1758~1819)の建国。1810年全諸島統一。1840年憲法制定。
・1887年　オアフ島の港[　　　　　　　　]26の使用権を得る。砂糖事業にアメリカ人進出。
・1893年　(　　　　　　　　)27女王(1832~1917)❖fの王宮を米系白人共和政派と米海兵隊が包囲。王国滅ぶ。

　　❖f---95年王政派反乱失敗で捕らえられた200名の助命と引き換えに正式廃位に署名。「アロハ・オエ」作曲者。
・1898年　ハワイ(　　　　　　)28条約批准。「ハワイ準州」→アジアへ進出→独、露、日と対立
【中南米への干渉】
・1889年「(　　　　　)29アメリカ会議」 ⇒南北アメリカの一体化。アメリカ合衆国の優位。
　マッキンリー大統領(任1897～1901)
・1898年　キューバ独立支援を理由に(　　　　　　)30戦争　ハバナでアメリカ船メーン号爆沈。
　　　　　→パリ条約でスペインからフィリピン、(   　　　         )31、プエルトリコを獲得
　　　          フィリピン---スペインから独立したものの，事実上アメリカの保護下
・1899年　国務長官ヘイの(　　　　　)32開放通牒(宣言)→中国分割競争に参加姿勢
　セオドア＝ローズヴエルト大統領(任1901～09)
　　┏カリブ海諸国への武カ千渉→「[　　　　　　]33海政策」=「棍棒外交」
　　┗内政面では革新主義→トラストの告発や労使紛争の調停など。社会党などの急進的運動を抑制。
・1914年　(　　　　　　)34運河完成→中南米(ドミニカ、ニカラグアなど)支配、アジアへの進出。
 8,国内  
・1886年　アメリカ(　　　　　)35総同盟(ＡFL)結成。熟練工中心。賃金闘争。移民からの防衛。
・1890年　(      　　　       )36=反トラスト=法制定
 　　　　   [　　　　　　 ]37開始⇒8時間労働制を要求するデモ、ストライキ。

・汎　・孤立　・連合　・米英　・米西　・労働　・門戸　・解放　・併合　・黒人　・参政　・市民　・奴隷　
・人種　・スー　・ガン　・パリ　・アジア　・パナマ　・グアム　・アラスカ　・シャーマン　・カメハメハ　
・ミシシッピ　・ゲチスバーグ　・リッチモンド　・ホームステッド　・ウンデットニー　・ブラックヒルズ
・サンドクリーク　　・リリウオカラニ　・リトルビックホーン　・グレートプレーンズ

ビックフット リリウオカラニ女王ウンデットニーの虐殺バイソンの角の山

リンカーン
アメリカ連合加盟州 ゲティスバーグの戦い


